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私の同僚に、彼氏とのマンネリを打破して、いま超ラブラ

ブの人がいます。

「お互いに失恋した直後にお鍋パーティで知り合って、最

初はどちらかといえば『誰でもいい』という後ろ向きから

スタートしたの。それですぐにマンネリになっちゃって。

そんなある日、ネットでたまたま見つけたローションを

取り寄せて使ってみたら、燃えあがちゃってさぁ……」

仕事帰りの居酒屋で生ビールのジョッキーを２杯飲んだ

ところで、同僚が言った"燃え上がった"に思わず、私は耳

をダンボにしてしまいました。

彼女は27歳。私よりも２歳下。美容業界で共に３年目、し

かも美容部員なので男性とほとんど知り合うチャンスが

なく、私なんかは別れては復縁して、みたいな腐れ縁のよ

うな彼氏がいます。

「そのローションって、どんなものなの？色は？」

「ピンク色で可愛らしいボトルに入っているのね。いちご

味のトロリとしたシロップで、舐めてみるとおいしいの。

そのうち何だかメラメラしてきて、本能と情熱を刺激さ

れちゃったのよ！」

「本能と情熱を刺激！どうなったの～」

二人とも、生ビールジョッキー３杯目に突入！彼女の話

も手伝って、すでに酔いの状態。　

「前の彼女にまだ未練がありそうだったから"元カノなん

か忘れさせてやる！"って闘士が沸いてきちゃったのよ」

同僚は彼をベッドに誘い込んで、敏感で大事なところに

触れさせたとか。そうしたら「こんなに濡れちゃっている

の？」とちょっと戸惑いながらもとっても喜んだそう。そ

こで同僚はますます積極的になって、いつもは正上位な

のに、バックをおねだりしてみたら、彼はもともとバック

が大好き。野生のオスの本能に戻って、二人ですごいオー

ガムスに達したとか。

　それからそのシロップで、彼の乳首にたらして吸った

り、彼の一番感じるところにとろりとかけて、フェラをし

てあげたり…彼が身をよじって感じるのを見て、同僚はS

的な悦びに酔いしれたそうです。

　極めツケは、騎乗位になってシロップを口に含ませ、口

移しをしながら、彼の口の中の粘膜を舌で優しく刺激し

たら、よがってきた彼が、興奮して彼女を押し倒して、そ

のまま挿入してきて激しく燃えてしまったとか…

　さらに今度は彼がそのシロップを、彼女の乳首にたら

して吸ったり噛んだり、また彼女の敏感な部分に刷り込

ませて、クンニをしたり…

　徐々にエスカレートした二人はお風呂の中でもシロッ

プ遊び……タイルの上で交互に上になりながら、相手の

敏感なところへ垂らして、口で吸ったり。タイルの上での

SEXに、二人とも本能と情熱の炎メラメラ……

「トロトロエッチしちゃった。うふ……」。

　最近はベッドだけでなくデートの時からセクシャルな

雰囲気を高めるグッズも使っていて、それも彼のお気に

入りだそうです。それはネットで見つけたキス専用のツ

ヤツヤグロスで、たっぷり唇に塗るだけで、彼女自身も気

合が出てくるんだとか…

「彼はどちらかといえばアクティブなSEXが好きなのに、

元カノが淡白系で…でも私の"攻め"で本来の野生を取り

戻したって、彼、うれしそうよ！」

　元カノの存在を消し、しかもマンネリを打破した彼女

のアタックぶりに、「彼と楽しくラブセックスしたい」と

いう前向きな姿勢と努力を感じました。私もそのローシ

ョンを使ってみようかな？ツヤツヤグロスでセクシーア

ップして、腐れ縁の彼を誘惑してみようかな？新しい展

開が開けるかもね。 fin
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